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は標高約 900 m から 1300 m に広がる青木ヶ原丸尾
と呼ばれる溶岩流上に成立した針葉樹林であり、そ
の面積は約 3000 ha である。青木ヶ原丸尾は、西暦




2000 年に設置された永久方形区（50 m × 50 m；
標高約 1030 m；35? 28?N，138 ? 40?E）で行った。
この調査区は 2001 年と 2005 年に植生調査が行わ




調査地から約 9 k m 離れた気象庁河口湖特別地域気
象観測所（標高 : 859.6  m；35? 30?N，138? 46?E； 
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.
php 2014 年参照）によると、年平均気温は 10.7 
℃、最暖月平均気温は 8 月の 22.4℃、最寒月平均気
温は 2 月の－ 0.2℃、年降水量は 1523 mm であっ
た。青木ヶ原樹海の気温はこれより低く、年降水量
は 2000 mm を越える（宮脇 1971）。
２．植生調査
　樹高 1.3 m 以上の個体を成木、当年生実生を除く
樹高 1.3 m 未満の個体を稚樹と定義し、それぞれに
ついて調査を行った。

















































　方形区全体の樹木についての樹高 1.3 m 以上への
図 1.　永久方形区における各樹種の幹数の変化
 黒塗り部分は 2001 年、灰色の部分は 2014 年を示す。
C.o はヒノキ Chamaecyparis obtusa、P.j はアセビ Pieris 
japonica、I.p はソヨゴ Ilex pedunculosa、A.m はコミネ
カエデ Acer micranthum、T.s はツガ Tsuga sieboldii、B.g
はミズメ Betula grossa、I.sはクロソヨゴ Ilex sugerokii、A.d
はヒトツバカエデ Acer distylum、A.s はコハウチワカエ
デ Acer sieboldianum、E.m はヒロハツリバナ Euonymus 
macropterus、P.m はミヤマザクラ Prunus maximowiczii、
I.m はアオハダ Ilex macropoda、C.j はクマシデ Carpinus 
japonica、F.s は マ ル バ ア オ ダ モ Fraxinus sieboldiana、
V.w はミヤマガマズミ Viburnum wrightii、Q.c はミズ
ナラ Quercus crispula をそれぞれ示す。その他にはヒメ
コ マ ツ Pinus parviflora、 リ ョ ウ ブ Clethra barvinervis、
コ シ ア ブ ラ Acanthopanax sciadophylloides、 タ カ ノ ツ
メ Evodiopanax innovans、シラカンバ Betula platyphylla 
var. japonica、 ベ ニ ド ウ ダ ン Enkianthus cernuus、 ツ リ
バナ Euonymus oxyphyllus、ナンキンナナカマド Sorbus 
gracilis、イタヤカエデ Acer mono var. marmoratum、ウ
ラジロモミ Abies homolepis、ダケカンバ Betula ermanii、
ネ ジ キ Lyonia ovalifolia var. elliptica、 バ イ カ ウ ツ ギ 
Philadelphus satsumi、ハリモミ Picea torano を含む。
図 2.　永久方形区全体と主要構成種の胸高断面積合計（BA）
 黒塗り部分は 2001 年、灰色の部分は 2014 年を示す。
Total は全種の合計、C.o はヒノキ、T.s はツガ、P.p は
ヒメコマツ、B.g はミズメ、Q.c はミズナラ、P.m はミ
ヤマザクラをそれぞれ示す。
図 3.　永久方形区における各樹種の DBH クラス幹数分布
の変化
 左の図は 2001 年、右の図は 2014 年をそれぞれ示す。





の数を DBH クラスごとに図 4 に示す。枯死個体は






2001 年と 2014 年の各パッチでの主要構成種 4 種
の DBH クラス頻度分布を比較すると、「ツガパッチ」
の林冠層は両年ともヒノキとツガが優占し、新規加






















はヒノキの 5-15 cm のクラスの成長速度は低いが、





た、落葉広葉樹は 25 cm 以上のクラスには出現せず、
ミズメの成長速度は 15-25 cm のクラスで針葉樹よ




 加入・移行は、DBH クラスが 0-5 cm では成木 ( 樹高 1.3 





図 5.　パッチ別主要構成種の DBH クラス幹数分布
 左の列が「ツガパッチ」( 面積 0.12 ha)、右の列が「落葉樹パッチ」（面積 0.13 ha）を示す。それぞれの種について
2001 年と 2014 年の DBH クラス幹数分布を示す。2001 年の図中の黒塗り部分は 2014 年までの枯死を、2014 年の図
中の灰色の部分は成木 ( 樹高 1.3 m 以上 ) への加入（DBH クラス 0-5 cm）とより大きい DBH クラスへの移行（DBH ク





図 7. 主要構成種 4 種の DBH クラス別の平均肥大成長速度
 左の図は「ツガパッチ」、右の図は「落葉樹パッチ」の平均肥大成長速度を示す。エラーバーは標準誤差を示す。図中の









は 13 年間で当初の 56％に減少した。その一方で林
分全体の胸高断面積合計（BA）は 4.8％増加してお
り、林分のバイオマスが増加したことを示した。表 1
は，BA の値で上位 6 種の BA 値とその比率として計
算した相対優占度（RD %）を 2001 年と 2014 年で
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